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1 ．鉄道認証機関の体制整備と現状
2 ．認証対象規格と認定の取得
3 ．認証機関としての活動
4 ．今後の取り組みについて
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１．鉄道認証機関の体制整備と現状
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メーカーが製品の安全性等を確認し、
第三者機関の適合性評価を裏付けとして規制当局が承認

第三者の適合性評価 必要

欧州など
適合性評価機関（第三者）
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営業投入承認

鉄道事業者
車両

仕様

メーカー

車両/装置

製品
認証書

鉄道事業者が製品の安全性等を確認し、
製品を受け入れ、規制当局から認可を取得

第三者の適合性評価 必要でない

日本

国土交通省
車両確認（認可）

鉄道事業者
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メーカー
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〇第三者による適合性評価の必要性（車両の場合）
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○交通政策審議会陸上交通分科会鉄道部会提言（平成20年6月19日）
第４章 今後の鉄道技術・安全のあり方
第４節 我が国の鉄道システムの海外展開と国際貢献のあり方
「我が国においては製品の確認・検査は鉄道事業者が行っており、  第三

者認証機関は存在していないため、今後、 我が国の製品の国際規格への適
合性評価のあり方を検討する必要がある。」

平成23年4月 鉄道認証室設置
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１．鉄道認証機関の体制整備と現状
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●認証審査における言語を日本語で一本化
-日本語文書のみによる認証審査
-日本語のみによる対話
●認証審査時間の短縮
-翻訳時間の削減（審査結果について、英訳文書発行も可能）
-連絡・応答時間の短縮
-技術的共通認識に立った認証審査が可能

〇認証機関を国内に設立する効果
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１．鉄道認証機関の体制整備と現状
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交通安全環境研究所長

担当理事

鉄道認証室 鉄道製品認証業務運営委員会
マネジメントシステムの維持及び公平性の確保に関
する事項等の審議を行い、認証業務運営に対する助
言を行う機関

助言

外部審査要員
規格に精通し、適切な実務経験
を有する技術者

最高経営管理者

経営管理者

鉄道認証室長

業務運営管理者

審査要員

〇認証業務実施体制
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平成24年9月に、(独)製品評価技術基盤機構 認定センター（IAJapan）より、
我が国初の鉄道分野における国際規格適合性認証機関として認定を取得

• 平成27年9月に、IAJapanより認証機関に対する要求事項である国際規格
ISO/IEC 17065に基づく認定を取得。認証活動を通じ、鉄道製品・技術の
うち、鉄道信号装置等の海外展開に貢献

〇認証機関の認定
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規格名称 規格番号 認定規格

信頼性、アベイラビリティ、保全性、安全性（RAMS）の仕様と実証 IEC 62278:2002※2 ○

通信、信号及び処理システム

信号用の安全関連電子システム
IEC 62425:2007 ○

IEC 62425 Ed.2.0※1

鉄道の制御、保護システム用ソフトウェア
IEC 62279:2002 ○

IEC 62279:2015 ○

クローズトトランスミッションシステムにおける安全性に関する通信 IEC 62280-1:2002 ○

オープントランスミッションシステムにおける安全性に関する通信 IEC 62280-2:2002 ○

トランスミッションシステムにおける安全性に関する通信 IEC 62280:2014 ○

電磁両立性 通則、鉄道システム全体の外部等へのエミッション等 IEC 62236-1

 ～5:2018
ー

※１.IEC 62425 Ed.2.0が令和7年5月に発行。認定取得のための作業を進めている
※２.IEC 62278-1bEd.1.0が令和7年7月に発行。今後審査員教育及び認定取得のための準備を進める

〇認証対象規格
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【年度】

IEC 62278：RAMSの仕様と実証
IEC 62279：鉄道の制御、保護システム用ソフトウェア
IEC 62280：トランスミッションシステムにおける安全性に関する通信
IEC 62425：信号用の安全関連電子システム（セーフティケース）

〇認証書発行実績（規格件数）
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３．認証機関としての活動
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〇海外プロジェクトにおける認証活用状況
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開催日 内容
第1回 R7.4.16 初回説明とシステムを構築する前に調べる事項
第2回 R7.5.28 まず関係する状況を知ろう
第3回 R7.7.16 機能安全とは何か
第4回 R7.9.10 確率で言える安全、仕組みで守る安全
第5回 R7.11.12 リスク解析
第6回 R8.1頃 安全の目標値とSILの関係
第7回 R8.3頃 安全のかなめ、故障検知と停止

2025年度 「RAMS規格セミナー」 開催スケジュール

毎年、鉄道関係者の方々に、国際規格における考え方等を含め、国際
規格の理解を深めて、業務に役立てていただくためのセミナーを開催

※セミナー案内：https://www.ntsel.go.jp/certification.html

〇セミナーの開催



Forum2025

４．今後の取り組み
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2.3 今後の方向性
新たなビジネスプランに基づく施策の実施による今後の
業務拡大の見通しを立て、これと併せて認証業務に携わ
る人材の確保・育成を含めた体制を拡充する。

3.2 取り組むべき活動
⑦国内における鉄道製品の第三者認証機関の体制強化
・認証機関としてのブランド力の向上や認証対象規格の
拡充などのため、本邦企業等の理解と協力のもと、鉄道
認証室の体制を強化、認証サービスの向上を図る。その
際、ODA案件以外の海外プロジェクトにおける受注機会
の拡大に向けて、欧州規格への対応についても検討する。

※国土交通省プレスリリースより

※鉄道技術標準化ビジネスプランより抜粋
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ご清聴ありがとうございました
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